特許等

様式２(第４条関係）

発明内容説明書（１）


１．特許請求の範囲（発明を達成するための構成要素のみを記載する。）

　［請求項１］

　［請求項２］

２．発明の詳細な説明

２－１　技術分野（発明が利用されている分野の代表例を記載する。）

２－２　背景技術（発明の対象となる技術の現状を記載する。

　　　　　　　　　特許文献，非特許文献をできるだけ記載する。）

２－３　発明の開示

　①発明が解決しようとする課題（背景技術の問題点を記載する。）

　②課題を解決するための手段（特許請求の範囲に記載した構成の説明とともに，

　　　　　　　　　　　　　　　より好ましい構成を説明する。）

　③発明の効果（背景技術に対して有利な効果を記載する。）

２－４　発明を実施するための最良の形態（発明をどのように実施するかを具体的に記載する。）

２－５　実施例（実際の実験例，測定データなどにより他の技術者・研究者が理解できる程度に説明する。)

２－６　産業上の利用可能性（発明が産業に利用できる可能性を記載する。）

２－７　図面の簡単な説明（説明用の立体図，斜視図，部品図，組立図　など）

２－８　符号の説明

